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吸収のしくみ2第 節

消化された食物は，体内で，どのように
吸収されていくのだろうか。課題

???

消化

吸収

●消化の流れ
図1 のように，デンプン，タンパク質，脂

し

肪
ぼ う

などの養分は，だ
液，胃液，すい液，そして，小腸のかべに存在する消

しょう

化
か

酵
こ う

素
そ

に
よって分解される。分解された物質は，それぞれ体内に吸収さ
れる。吸収とは，分解された物質などを体内にとりこむことである。

●消化によってできた物質の吸収とその後のゆくえ
消化によって，吸収されやすい物質に変化した食物の多く

は，小腸のかべから吸収される。小腸のかべにはたくさんの
ひだがあり（ 図3 ），その表面にはたくさんの柔

じゅう

毛
も う

が見られる。
　ブドウ糖とアミノ酸は柔毛で吸収されて毛

も う

細
さ い

血
け っ

管
か ん

に入り，肝
か ん

臓
ぞ う

を通って全身の細
さ い

胞
ぼ う

へ運ばれる。肝臓では，アミノ酸の一
部は必要に応じてタンパク質に変えられる。ブドウ糖の一部
はグリコーゲンに変えられて一時的にたくわえられ，必要なと
きにブドウ糖に分解されて，血管を通って全身の細胞へ運ば
れる。一方，脂

し

肪
ぼ う

酸
さ ん

とモノグリセリドは柔毛で吸収された後，
再び脂肪になってリンパ管に入る。リンパ管は，心臓の近くで
血管と合流する。リンパ管を通って運ばれてきた脂肪は，ここ
で血管に入って全身の細胞へ運ばれる。
水分は主に小腸で吸収されるが，一部は大腸で吸収され

る。消化されなかった食物中の繊
せ ん

維
い

などは，便
べ ん
★︎1として肛

こ う

門
も ん

から排
は い

出
しゅつ

される。

小腸のかべの断面（染
せん

色
しょく

してある。）

図3

柔毛

小腸の柔毛での吸収のしくみと，吸収された物質のゆくえ

図2

ヒトのからだにおける食物の消化のしくみ

図1

？ !問題発見

消化管の内側は，「からだにとって内部」なのだろ
うか。考えてみよう。

レッツ スタート！問題
発見
問題
発見
問題
発見

136ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →小腸，血管，リンパ管）

例文は →p.148へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう

!!!
???
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ひだや柔毛があることで，小腸の表
面積は非常に大きくなっている。こ
のため，効率よく養分を吸収するこ
とができる。

メモ
しよう

★1 便には，消化・吸収できなかっ
たものに加えて，水分や，多くの腸内
細
さい

菌
きん

がふくまれている。

使い方や見られる内容は，
7ページを見よう。

上図で
「からだの内側」は，
どこなんだろう？

137136

5

10

5

10

15

20

大腸

小腸

小腸

食道

だ液せん

デンプン タンパク質 脂肪

脂肪

脂肪

ブドウ糖

ブドウ糖

アミノ酸

アミノ酸

柔毛

ブドウ糖

アミノ酸

脂肪酸

脂肪酸

モノグリセリド

モノグリセリド

肝臓

心臓

血管

血管

リンパ管

毛細血管
肝臓へ

リンパ管
血管へ

胃

胆のう

すい臓
すい液中の
消化酵素

だ液中の
消化酵素

胃液中の
消化酵素

小腸の
かべの
消化酵素 小腸のかべ

胆汁

大腸

小腸

小腸

食道

だ液せん

デンプン タンパク質 脂肪

脂肪

脂肪

ブドウ糖

ブドウ糖

アミノ酸

アミノ酸

柔毛

ブドウ糖

アミノ酸

脂肪酸

脂肪酸

モノグリセリド

モノグリセリド

肝臓

心臓

血管

血管

リンパ管

毛細血管
肝臓へ

リンパ管
血管へ

胃

胆のう

すい臓
すい液中の
消化酵素

だ液中の
消化酵素

胃液中の
消化酵素

小腸の
かべの
消化酵素 小腸のかべ

胆汁

●消化によってできた物質の吸収とその後のゆくえ
消化によって，吸収されやすい物質に変化した食物の多く

は，小腸のかべから吸収される。小腸のかべにはたくさんの
ひだがあり（ 図3 ），その表面にはたくさんの柔

じゅう

毛
も う

が見られる。
　ブドウ糖とアミノ酸は柔毛で吸収されて毛

も う

細
さ い

血
け っ

管
か ん

に入り，肝
か ん

臓
ぞ う

を通って全身の細
さ い

胞
ぼ う

へ運ばれる。肝臓では，アミノ酸の一
部は必要に応じてタンパク質に変えられる。ブドウ糖の一部
はグリコーゲンに変えられて一時的にたくわえられ，必要なと
きにブドウ糖に分解されて，血管を通って全身の細胞へ運ば
れる。一方，脂

し

肪
ぼ う

酸
さ ん

とモノグリセリドは柔毛で吸収された後，
再び脂肪になってリンパ管に入る。リンパ管は，心臓の近くで
血管と合流する。リンパ管を通って運ばれてきた脂肪は，ここ
で血管に入って全身の細胞へ運ばれる。
水分は主に小腸で吸収されるが，一部は大腸で吸収され

る。消化されなかった食物中の繊
せ ん

維
い

などは，便
べ ん
★1として肛

こ う

門
も ん

から排
は い

出
しゅつ

される。

小腸のかべの断面（染
せん

色
しょく

してある。）

図3

柔毛

小腸の柔毛での吸収のしくみと，吸収された物質のゆくえ

図2

136ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →小腸，血管，リンパ管）

例文は →p.148へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう

136ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
!!!!!!!!!!!

136ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。???????????

第
3
章
動
物
の
か
ら
だ
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き

単
元

2

ひだや柔毛があることで，小腸の表
面積は非常に大きくなっている。こ
のため，効率よく養分を吸収するこ
とができる。

★1 便には，消化・吸収できなかっ
たものに加えて，水分や，多くの腸内
細
さい

菌
きん

がふくまれている。

137

5

10

15

20

第3章　大気の動きと日本の天気

日本列島周辺の主な気団

偏
へん

西
せい

風
ふう

210
中緯度帯の上空を西から東に向かう大気の動
き。

季節風 212
大陸と海洋のあたたまり方のちがいによって生
じる，季節に特

とく

徴
ちょう

的
てき

な風。

海
かい

陸
りく

風
ふう

213
昼は海から陸に，夜は陸から海に向かってふく
風。

シベリア高気圧 215
冬の時期にユーラシア大陸が冷やされることで，
大陸上で成長する高気圧。

シベリア気団 215 シベリア高気圧によってつくられる気団。

太平洋高気圧 215 夏に日本の南東で成長する高気圧。

小
お

笠
がさ

原
わら

気団 215 太平洋高気圧によってつくられる気団。

移動性高気圧 216
春と秋によく見られる，日本列島付近を次々に
通る高気圧。

つゆ（梅
ばい

雨
う

） 216
日本列島付近で停滞前線が停滞し，雨やくもり
の日が多くなる，初夏の時期のこと。

梅雨前線 216 つゆの時期にできる停滞前線。

秋
あき

雨
さめ

前線 216 夏の終わりにできる停滞前線。

台風 217
熱帯低気圧のうち，最大風速が約17 m/s 以上
のもの。

閉そく前線 203 寒冷前線が温暖前線に追いついてできる前線。

停
てい

滞
たい

前線 203
寒気と暖気がぶつかり合い，ほとんど位置が動
かない前線。

温帯低気圧 204 中
ちゅう

緯
い

度
ど

帯
たい

で発生し，前線をともなう低気圧。

かんそう
シベリア気団
（寒冷・乾燥）

小笠原気団
（温暖・湿潤）

しつじゅん
オホーツク海気団
（寒冷・湿潤）

雲はなぜできるのか

雨は，水滴や氷の粒がとちゅうでとけて地表に落
ちたもの。雪は，氷の粒がとちゅうでとけなかっ
たもの。

水滴
氷の粒 空気の

かたまり

気圧が低くな
るにつれて，
膨張する。
ぼうちょう

水蒸気

露点に達する

さらに
膨張して
気温が
下がる

雲

太
陽
の
光

▲

上空で，飽和水蒸気量をこえた水蒸気が
水滴や氷の粒

つぶ
になり，雲ができる。

前線の通過と天気の変化

寒冷前線の通過後は，寒気におおわれて気温が下がる。
風は，北寄りの風に変わる。

温暖前線の通過後は，暖気におおわれて気温が上がる。
風は南寄りの風に変わる。

かたまり
状の雲

暖気

層状の雲

暖気

寒気寒気

前線面

前線 前線
おだやかな雨が
降り続く。

にわか雨が降り
やすくなる。
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大切な用語を，
本文で
確
かく

認
にん

しよう。
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